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民
俗
文
化
の
再
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と
創
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東
ア
ジ
ア
沿
海
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域
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類
学
的
研
究

　
　
定
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・
三
一
五
〇
円
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本
体
三
〇
〇
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体
裁

・
Ａ
５
判
・
並
製
・
カ
バ
ー

・
三
〇
〇
頁

民
俗
文
化
の
再
生
と
創
造

　
　

│
│
東
ア
ジ
ア
沿
海
地
域
の
人
類
学
的
研
究

東
京
外
大
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所　

三
尾
裕
子  

編
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●
目
次
│
│
│
│
│
│

序
・
東
ア
ジ
ア
沿
海
地
域
に
お
け
る
「
民
俗
文
化
」
の
意
味
│
│

二
〇
世
紀
末
に
お
け
る
再
生
・
創
造　

  　
　
　
　

  

三
尾
裕
子

韓
国
の
民
俗
祝
祭
に
お
け
る
行
政
の
視
点
と
住
民
の
認
識     　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

伊
藤
亞
人

年
齢
意
識
と
社
会
関
係
の
比
較
│
│
ベ
ト
ナ
ム
と
韓
国　

李 

鎮 

栄

珠
江
デ
ル
タ
西
部
地
域
に
お
け
る
宗
族
，
械
闘
，
海
外
移
住　
　

       
                                                              

瀬
川
昌
久

宗
族
社
会
と
民
間
信
仰
│
│
三
つ
の
客
家
村
落
に
お
け
る
民
間
信
仰
の

人
類
学
的
考
察　

鄧
曉
華
・
楊
翊
（
ウ
チ
ラ
ル
ト
・
三
尾
裕
子
訳
）

中
国
民
間
信
仰
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
│
│
道
教
と
の
関
係　

三
尾
裕
子

ヴ
ィ
エ
ト
ナ
ム
北
部
の
女
神
信
仰
│
│
成
長
す
る
信
仰　

田
村
克
己

ベ
ト
ナ
ム
南
部
・
ソ
ク
チ
ャ
ン
省
Ｄ
村
に
お
け
る
親
族
集
団
と

民
族
範
疇
│
│
「
ク
メ
ー
ル
人
」
の
プ
ム
（phum

）
の
形
成
過

程
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

中
西
裕
二

東
北
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ヌ
ン
族
・
ヌ
ン
ア
ン
集
団
の
祭
祀
職
能

者 

〝
タ
オ
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に
関
す
る
民
俗
学
的
研
究 　
　
　
　
　

  　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Chu X
uan Giao

（
小
川
有
子
訳
）

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
〈
土
地
神
〉
の
変
容
の
き
ざ
し
│
│
南
か
ら

北
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

末
成
道
男

ク
ヴ
ァ
ラ
ン
民
俗
文
化
の
再
生
に
お
け
る
二
面
性
│
│
一
九
八
〇

年
代
・
一
九
九
〇
年
代
の
動
向
に
関
す
る
考
察　
　

   

清
水  

純

一
九
七
五
年
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
南
部
の
少
数
民
族
に
関
す
る
研

究
状
況　
　
　
　
　
　

  　

フ
ァ
ン
・
ア
ン
（
今
村
宣
勝
訳
）

　

あ
と
が
き
・
索
引

●
発
展
著
し
い
東
ア
ジ
ア
沿
海
地
域
に
お
い
て
、「
古
い
」
民
俗
文
化
が
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
の
は
何

故
か
。
華
南
・
ベ
ト
ナ
ム
・
台
湾
な
ど
の
事
例
か
ら
、
文
明
・
文
化
の
動
態
を
探
る
。

　

近
年
で
は
、
こ
う
し
た
中
央
の
正
統
と
さ
れ
た
文
化
に
対
す

る
周
縁
化
さ
れ
た
文
化
と
い
う
枠
組
み
が
変
容
す
る
可
能
性
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
社
会
主
義
国
に
お
け
る
市
場

経
済
の
導
入
、
経
済
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
国
民

国
家
の
地
理
的
或
い
は
政
治
的
な
境
界
と
い
っ
た
枠
組
み
を
越
え

た
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
両
側
の
格
差
な
い

し
同
質
性
を
糸
口
に
し
た
関
係
性
の
構
築
で
あ
り
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
よ
う
な
境
界
を
ま
た
が
る
人
々
の
相
互
行
為
の
蓄
積

が
、
新
た
な
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
生
み
出
す
、
と
い
っ

た
現
象
も
み
ら
れ
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
極
め
て
現
代
的
な
現
象
に
対
す
る
研
究

は
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
考
察
の
対
象
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
個
別
社
会
に
つ
い
て
の
社
会
・
文
化
的
な
変
動
に

つ
い
て
の
研
究
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
東
ア
ジ
ア
と
い

う
広
い
枠
組
の
中
で
、
捉
え
、
比
較
し
、
理
論
的
な
分
析
を
可

能
と
す
る
方
法
論
を
構
築
す
る
事
が
早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
書
で
は
、
中
国
文
明
圏
に
属
し
て
き
た
広
義
の

東
ア
ジ
ア
沿
海
部
に
お
け
る
最
近
の
社
会
変
動
に
関
し
、
文
化

人
類
学
的
な
現
地
調
査
に
よ
り
、
以
下
の
二
点
を
解
明
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。
第
一
に
、
近
代
化
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
の
地
方
民
俗
文
化
の
再
創
造
過
程
及
び
そ

の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
第
二
に
再
活
性
化
し
た
民
俗

文
化
と
中
華
文
明
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
の
相
互
関
係
、

即
ち
文
化
の
中
心
│
周
縁
関
係
の
変
容
ま
た
は
文
化
の
個
別
化
と

画
一
化
の
間
の
相
互
作
用
の
分
析
を
行
う
こ
と
、
で
あ
る
。

　

文
化
人
類
学
的
研
究
の
利
点
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
ミ
ク
ロ

な
社
会
レ
ベ
ル
か
ら
捉
え
る
点
で
あ
る
。
即
ち
、
経
済
・
政
治

的
な
動
態
や
正
統
的
中
華
文
明
な
ど
を
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
の
み

把
握
し
よ
う
と
し
て
も
、
人
々
の
生
活
に
根
ざ
し
た
社
会
変
動

は
見
え
て
こ
な
い
。
本
研
究
は
、
ミ
ク
ロ
な
デ
ー
タ
を
、
よ
り

広
い
社
会
的
・
歴
史
的
脈
絡
と
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
、
文
化
の

動
態
研
究
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
（
序
論
よ
り
）


